
低悪性度リンパ腫 CD20陽性

トレアキシン   120mg/㎡ mg
注射用水（ﾄﾚｱｷｼﾝ100mgに2本)

生理食塩液

　【トレアキシン】

　◆医師の注射箋発行後に、前投薬を注射箋のコピーで払い出す。 

　　（看護師は、薬局に前投薬のみを取りに行く。）

　◆溶解後3時間を経過すると失活するので、前投与薬開始と同時に薬局に混注の依頼をする。

　　(溶解後3時間以内に投与終了すること。)

　◆皮膚に発疹がでることがあるので注意する。

　◆発熱、咳などの症状がでることがあるので注意する。

　◆血管痛がでることがあるので、注意する。

＜調製時の注意点＞

　　

30分
点滴

80 mL

デキサート注　6.6mg/2mL 1V

ﾙｰﾄkeep

開始後、薬局に
連絡。（連絡後に
トレアキシン混注

開始）

Day1

Day2
生理食塩液

時間
備考投与日

投与プロトコール 1コース 21日間　8コース

前投薬

 《開始時基準　PS：0～3(4)　100歳以下》

催吐リスク

中等度

デキサート注　6.6mg/2mL 1V

250mL Day1,2生理食塩液

投与
投与量

2時間
1袋

 トレアキシン療法    患者プロトコール

アロキシ注ﾊﾞｯｸﾞ　0.75mg/50mL

①

前投薬

Day1,2 3時間以内に投与
終了すること

100mL

30分
点滴

250mL
＜使用上の注意点＞

1時間

　◆トレアキシンは、他剤との配合は不可。   

千早病院


